
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
に
２
０
８
項
目
提
案 

一
、
憲
法
を
生
か
し
た
市
民
の
暮
ら
し
と
権

利
を
守
る
「
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」
を

め
ざ
す
こ
と 

◆
市
内
で
働
く
市
民
の
暮
ら
し
と
雇
用
を
ま
も
る

こ
と
。
国
に
働
き
方
の
改
革
を
求
め
る
こ
と 

二
、
医
療
福
祉
の
充
実
を
は
か
り
、
市
民
生

活
を
守
る
こ
と 

◆
済
生
会
栗
橋
病
院
の
存
続
を
求
め
る
こ
と
。 

◆
介
護
保
険
制
度
見
直
し
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
、
負
担
増
は
し
な
い
こ
と
。 

◆
国
保
は
県
単
位
化
に
な
っ
て
も
、
こ
れ
以
上
の

増
税
は
し
な
い
こ
と
。 

三
、
生
活
環
境
を
整
備
し
、
市
民
が
安
全
・

安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
を
す

す
め
る
こ
と
。 

◆
大
雨
冠
水
対
策
を
抜
本
的
に
進
め
る
こ
と
。 

◆
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
エ
リ
ア
越
え
・
市
境
越
え

を
実
現
す
る
こ
と
。 

四
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
図

る
た
め
に 

◆
小
中
学
校
の
給
食
は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
あ
り
き

で
は
な
く
、
自
校
方
式
転
換
を
図
る
こ
と 

◆
市
立
図
書
館
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
は
な
い
。
指

定
管
理
者
制
度
導
入
は
し
な
い
こ
と
。 

◆
「
小
中
学
校
の
統
廃
合
」
は
関
係
者
の
声
を
よ

く
聞
き
、
合
意
な
き
進
め
方
は
し
な
い
こ
と
。 

 

暮
ら
し
も
地
域
も
守
る
予
算
に
！
予
算
要
望
書
提
出
す
る
！ 
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１１
月
６
日
、
議
員
団
は
、
日
本
共
産

党
久
喜
市
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
田
中
市
長
に
２
０
１
８
年
度
の
予
算

要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

 

杉
野
団
長
は
「
国
政
で
の
安
倍
暴
走
政

治
に
よ
っ
て
、
医
療
・
福
祉
の
さ
ら
な
る

後
退
と
国
民
負
担
増
が
進
め
ら
れ
る
中
、

久
喜
市
政
が
荒
波
か
ら
市
民
を
守
る
防

波
堤
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た

め
の
提
案
で
す
。
」
と
説
明
。
田
中
市
長

は
「
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」
と
の
表
明
。
そ
の
後
、 

懇
談
し
、
参
加
者
か
ら
「
保
育
の
待
機
児 

解
消
」
の
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

          

 

主
な
要
望
項
目
で
す 

五
、
市
内
の
商
工
業
と
農
業
の
営
業
を
守
り

振
興
を
図
る
た
め
に 

◆
振
興
条
例
の
支
援
策
具
体
化
を
急
ぐ
こ
と
。 

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た

め
助
成
制
度
を
創
設
し
、
経
済
振
興
を
図
る
こ
と
。 

六
、
地
方
政
治
の
充
実
と
地
方
財
政
の
確
立

を 

◆
各
種
市
税
の
徴
収
は
、
生
活
困
窮
者
に
減
免
や

猶
予
を
周
知
す
る
等
、
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め
る
。 

七
、
地
域
の
居
住
環
境
か
ら
地
球
環
境
を
守

る
た
め
に 

◆
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
早
期
救
済
を
国
に
働
き

か
け
る
こ
と
。
ま
た
、
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス

ト
使
用
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
。 

八
、
平
和
を
守
る
た
め
に 

◆
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
う
こ
と
。 

◆
対
話
に
よ
る
平
和
外
交
を
国
に
求
め
る
こ
と
。 

九
、
東
日
本
大
震
災
の
対
策
と
支
援
を
つ
よ

め
る
た
め
に 

◆
す
べ
て
の
被
災
者
に
対
し
て
「
再
建
支
援
金
」

な
ど
、
必
要
な
支
援
を
届
け
る
こ
と
。 

十
、
理
科
大
撤
退
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
な

に
よ
り
も
市
民
合
意
と
環
境
を
大
切
に
し

て
す
す
め
る
こ
と 

◆
大
学
跡
地
で
は
、
周
辺
住
民
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
巨
大
物
流
倉
庫
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
開

発
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

を
最
小
限
に
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。 

①
交
通
渋
滞
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
雨
水
排
水
。 

②
県
道
１
２
号
線
の
歩
道
整
備
、
市
民
や
児
童
の

安
全
な
通
行
を
保
障
す
る
こ
と
。 

③
倉
庫
火
災
発
生
な
ど
に
備
え
た
、
安
全
対
策
、

各
種
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
。 

 

 

請願書を提出する会のメンバーと議員 

田中市長に予算要望書を手渡す参加者。１１月６日、市役所で。 

１１
月
１６
日
「
久
喜
市
の
学
校
給
食
を
考
え

る
会
」
は
、
自
校
調
理
方
式
へ
の
転
換
を

求
め
請
願
書
を
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
と
「
市
民
の

政
治
を
進
め
る
会
」
の
議
員
が
紹
介
議
員

と
な
り
ま
し
た
。
会
で
は
こ
の
間
、
賛
同

署
名
に
取
り
組
み
、
寄
せ
ら
れ
た
署
名
は

１
万
６
２
６
筆
に
な
り
ま
し
た
。（
１６
日
現

在
）
署
名
運
動
に
は
、
保
護
者
を
始
め
、

栄
養
士
さ
ん
な
ど
、
広
範
な
市
民
の
み
な

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。 

※
な
お
、
請
願
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、 

「
子
ど
も
た
ち
を
第
１
に
考
え
た
学
校
給

食
を
・
巨
大
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
方
針
を

見
直
し
、
既
存
の
施
設
を
生
か
し
つ
つ
、

自
校
調
理
方
式
へ
の
計
画
的
な
切
り
替
え

を
求
め
ま
す
。
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
を
第
一
に
！ 

給
食
請
願
書
提
出
し
ま
し
た 

   


